
　

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
後
の
南
ア
フ
リ
カ

で
は
、
数
々
の
人
種
差
別
と
と
も
に
就

業
に
関
す
る
人
種
差
別
も
撤
廃
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
規
制
緩
和
は
人
種
に
関

わ
ら
な
い
適
材
適
所
の
人
事
配
置
が
可

能
に
な
り
、
経
済
の
生
産
性
を
高
め
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。
図
1
上
段
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
民
主
化
前
の
一
九
八

八
年
か
ら
の
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
は
、
民
主
化
前
後
の
一
九
九
〇
年
か

ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
は
低
迷
し
た
も
の

の
、
そ
れ
以
降
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

（
二
〇
〇
八
年
）
の
翌
年
を
除
い
て
着

実
に
伸
び
て
い
る
。
全
国
規
模
の
家
計

調
査
デ
ー
タ
を
使
っ
た
研
究
で
は
、
一

九
九
三
年
と
二
〇
〇
八
年
の
間
に
は
家

計
所
得
中
央
値
は
年
率
で
〇
・
九
％
の

成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
（L

eib
b
ran

d
t 

an
d
 L
evin

so
h
n
 2
0
1
1

）。
図
1
中

段
の
株
式
市
場
時
価
総
額
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

を
見
て
も
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
二

〇
〇
八
年
以
外
は
堅
調
に
伸
び
、
企
業

の
資
金
調
達
が
進
む
一
方
、
富
も
増
え

た
。
一
方
で
、
図
1
下
段
の
イ
ン
フ
レ

率
（
消
費
者
物
価
指
数
伸
び
率
）
は
一

九
九
〇
年
代
は
一
〇
％
以
下
を
維
持

し
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
も
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
外
は
五
％
前
後
で
安
定
し

て
い
る
。
南
ア
フ
リ
カ
経
済
は
黄
金
期

を
迎
え
て
い
る
…
の
だ
ろ
う
か
。

●
失
業
問
題

　

そ
う
で
は
な
い
。
二
〇
一
二
年
の
失

業
率
は
二
五
％
を
超
え
て

い
る
の
で
あ
る
（
図
2
）。

失
業
率
は
民
主
化
後
か
ら

二
〇
〇
一
年
ま
で
急
上
昇

し
、
い
っ
た
ん
低
下
し
て
か

ら
二
五
％
の
近
傍
で
安
定

し
て
い
る
。
若
年
層
（
図

5
）
や
高
卒
お
よ
び
そ
れ
以

下
の
学
歴
保
有
者
（
図
2
）

の
失
業
率
が
高
い
の
が
特

に
目
に
付
く
⑴

。
二
〇
一
二

年
に
は
二
四
歳
以
下
で
は

五
〇
％
、
学
歴
別
に
み
る
と

高
卒
お
よ
び
そ
れ
以
下
は

二
五
％
を
越
え
て
い
る
。
失

業
の
長
期
化
に
よ
っ
て
求

職
意
欲
を
喪
失
し
た
人
口

も
増
え
て
い
る
。
二
〇
〇
八

年
以
降
の
失
業
率
の
高
ま

り
と
共
に
、
図
3
で
は
意
欲

喪
失
者
の
労
働
力
に
対
す

る
比
率
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
民
主

化
後
の
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
一
人
当
た

り
の
平
均
所
得
は
増
え
て
い
る
の
に
、

失
業
率
は
増
加
し
て
高
止
ま
り
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

所
得
の
平
均
値
が
増
え
な
が
ら
、
労

働
所
得
を
得
ら
れ
な
い
人
が
増
え
て
い

る
と
い
う
の
は
、
矛
盾
の
よ
う
に
思
え
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（出所）世界銀行データより筆者作成。

図1　マクロ経済指標

（出所）Banerjeeほか（2008）, Statistics South Africa, Quarterly Labour Force Survey 各号より筆者作成。
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る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
二
つ
の
事
実

を
同
時
に
説
明
す
る
の
が
、
格
差
の
拡

大
と
不
労
所
得
の
増
加
で
あ
る
。

　

L
eib

b
ra
n
d
t a

n
d
 L
evin

so
h
n
 

(2
0
1
1
)

に
よ
る
と
、
民
主
化
後
の
平

均
家
計
所
得
は
二
・
二
七
倍
に
な
っ
た

の
に
対
し
、
そ
の
格
差
の
大
き
さ
を
示

す
標
準
偏
差
は
九
・
六
〇
倍
に
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
民
主
化
後
に
新
た
に
豊

か
に
な
っ
た
人
と
困
窮
化
し
て
い
る
人

た
ち
の
混
在
す
る
、
ア
フ
リ
カ
人
や
カ

ラ
ー
ド
な
ど
の
間
で
格
差
が
拡
大
し
て

い
る
。
一
方
、
不
労
所
得
と
し
て
は
比

較
的
多
額
の
老
齢
年
金
や
児
童
手
当
な

ど
が
あ
る
。

　

失
業
期
間
が
長
い
の
も
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。B

an-

erjee et al. (20
0
8
)

に
よ
る

と
、
二
〇
〇
五
年
の
デ
ー
タ
で

は
、
失
業
者
の
五
八
・
九
％
が

一
度
も
就
労
し
た
こ
と
が
な

く
、
失
業
者
の
六
四
・
三
％
の

失
業
期
間
が
一
年
を
越
え
、
失

業
状
態
に
滞
留
す
る
人
が
多

い
。
図
4
は
就
労
遷
移
行
列
で

あ
る
。
列
（
縦
）
方
向
に
二
〇

〇
三
年
、
行
（
横
）
方
向
に
二

〇
〇
四
年
の
就
労
状
態
を
取
っ

て
あ
り
、
同
じ
状
態
だ
と
右
斜

め
対
角
線
上
の
セ
ル
に
算
入
さ

れ
る
。
図
5
で
年
齢
別
失
業

率
が
高
い
一
八
歳
か
ら
三
五
歳

の
若
年
層
全
員
の
う
ち
、
二
〇

〇
三
年
に
求
職
中（
失
業
状
態
）

で
あ
っ
た
人
の
う
ち
、
四
四
・

九
七
％
が
二
〇
〇
四
年
に
も
求

職
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
二
〇
〇
三
年
に
失
業
し
て

い
た
人
の
う
ち
、
正
規
就
労
し

て
い
る
人
は
一
二
・
二
六
％
で

あ
る
。
高
卒
以
上
に
限
定
す
る

と
、
こ
れ
ら
の
比
率
は
、
四
四
・
八
二
％

と
一
六
・
二
八
％
で
あ
り
、
高
卒
以
上
で

あ
る
か
ど
う
か
は
失
業
の
長
期
化
に
ほ

ぼ
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
若

年
層
で
二
〇
〇
三
年
の
求
職
者
は
、
一
年

後
に
は
一
八
・
八
九
％
が
意
欲
喪
失
し
、

正
規
部
門
お
よ
び
非
正
規
部
門
で
就
労

す
る
者
は
一
七
・
九
四
％
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
正
規
部
門
以
外
か
ら
の

正
規
部
門
へ
の
流
入
が
少
な
く
、
労
働

市
場
の
分
断
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

●
失
業
の
原
因

　

失
業
に
影
響
す
る
要
因
を
市
場
要
因

と
非
市
場
要
因
と
に
分
け
て
考
え
て
い

こ
う
。
ま
ず
、
労
働
市
場
の
供
給
側
の

労
働
者
か
ら
考
え
る
と
、
民
主
化
以
降

に
女
性
の
労
働
参
加
率
が
高
ま
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
（C

asale an
d
 P
o-

sel 2
0
0
2

）。
図
5
で
も
、
男
性
を
上

回
る
勢
い
で
女
性
が
労
働
市
場
に
参
加

し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
図
6

は
一
五
歳
以
上
と
一
五
〜
二
四
歳
の
全

人
口
の
う
ち
就
労
者
の
比
率
を
示
し
て

あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
民
主
化
以
降
に

一
五
歳
以
上
人
口
の
男
性
就
労
者
比
率

が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
女
性
就
労

者
比
率
は
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
つ
ま
り
、
民
主
化
以
降
は
、
男
性

に
非
就
労
者
が
増
え
、
女
性
は
求
職
者

が
増
え
て
も
就
労
者
は
増
え
て
い
な
い
。

（出所）Statistics South Africa, Quarterly Labour Force Survey 各号より筆者作成。
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一
五
〜
二
四
歳
と
い
う
若
年
層
に
限
る

と
、
男
女
と
も
に
就
労
者
比
率
が
減
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
高
校
ま
で
義
務
教

育
化
さ
れ
て
就
労
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

高
校
教
育
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
高
卒

者
が
市
場
に
溢
れ
、
高
校
教
育
投
資
の

収
益
率
が
下
が
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。
図
2
に
よ
れ
ば
、
民
主
化
以
降
の

失
業
率
上
昇
が
一
段
落
す
る
二
〇
〇
〇
年

以
降
、
大
卒
以
上
の
学
歴
の
失
業
率
は

下
が
り
始
め
て
い
る
も
の
の
、
高
卒
以

下
は
高
止
ま
り
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
高

卒
だ
か
ら
と
い
っ
て
就
労
機
会
で
有
利

に
な
る
こ
と
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
も
し
も
、
一
部
の
研
究
者
が
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
生
徒
数
の
急
増
に
対

応
で
き
ず
に
高
校
教
育
の
質
が
下
が
っ

た
の
で
あ
れ
ば
、
高
卒
以
下
の
労
働
市

場
の
評
価
は
さ
ら
に
下
が
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
高
卒
以
下
の
労
働
者
が
労

働
市
場
に
占
め
る
割
合
が
多
い
た
め
に
、

全
体
の
失
業
率
は
高
卒
以
下
の
高
い
失

業
率
に
近
い
値
を
と
っ
て
い
る
。

　

労
働
供
給
が
増
え
て
も
す

ぐ
に
失
業
が
増
え
る
わ
け
で
は

な
い
。
賃
金
が
十
分
に
下
が
る

限
り
、
雇
用
は
増
え
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
正
規
部
門
に

は
強
力
な
労
働
組
合
が
あ
る
た

め
に
、
賃
金
は
下
が
り
づ
ら
く

な
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
場
合

で
も
、
組
合
の
少
な
い
非
正
規

部
門
で
は
賃
金
は
十
分
に
伸
縮

す
る
た
め
に
、
多
く
の
発
展
途

上
国
で
は
失
業
者
を
吸
収
す
る

経
済
の
安
全
弁
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

K
in
gd
on
 an

d
 K
n
igh

t (2
0
0
7
)

は
南

ア
フ
リ
カ
の
労
働
市
場
が
正
規
部
門
と

非
正
規
部
門
と
に
分
断
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
非
正
規
部
門
に
失
業
者
を
吸
収
す

る
役
割
を
議
論
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
南
ア
フ
リ
カ
は
、
所
得

水
準
の
近
い
他
の
発
展
途
上
国
に
比
べ

て
、
非
正
規
部
門
の
規
模
が
小
さ
い
。

失
業
率
が
高
い
の
に
小
さ
い
ま
ま
で
い

る
非
正
規
部
門
は
、
失
業
者
を
受
け
入

れ
る
安
全
弁
と
し
て
十
分
に
機
能
し
て

い
な
い
。
非
正
規
就
業
で
も
自
営
業
者

は
他
の
就
労
先
と
異
な
っ
て
所
得
が
増

加
し
て
い
る
な
ど
、
非
正
規
部
門
の
内

部
で
も
自
由
に
参
入
で
き
な
い
部
門
が

あ
り
、
非
正
規
労
働
市
場
内
で
の
分
断

が
示
さ
れ
て
い
る
（H

ein
tz an

d
 

P
o
sel 2

0
0
8

）。
非
正
規
部
門
で
す
ら

参
入
障
壁
が
あ
る
た
め
に
、
規
模
が
小

さ
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
主
張

で
あ
る
。
障
壁
の
原
因
は
、
銀
行
か
ら

の
借
入
れ
制
約
や
後
段
で
触
れ
る
賃
金

の
中
央
団
体
交
渉
形
式
な
ど
で
あ
る
。

　

労
働
市
場
が
地
理
的
に
分
断
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
失
業
の
原
因
で
あ
る
。
失

業
率
の
高
い
ア
フ
リ
カ
人
や
カ
ラ
ー
ド

は
、
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
と
呼
ば
れ
る
都
市

か
ら
離
れ
た
地
区
に
多
く
住
ん
で
い

る
。
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
は
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

ト
時
代
の
ア
フ
リ
カ
人
や
カ
ラ
ー
ド
の

居
住
区
で
あ
る
。
郊
外
に
住
ん
で
い
る

と
、
就
業
機
会
が
限
ら
れ
、
か
つ
、
都

市
の
求
人
情
報
を
得
ら
れ
ず
、
都
市
で

求
職
す
る
た
め
の
移
動
費
用
が
高
く
、

コ
ネ
も
で
き
な
い
。
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
の

小
さ
な
労
働
市
場
と
都
市
の
大
き
な
労

働
市
場
が
十
分
に
連
動
し
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

　

非
市
場
的
要
因
と
し
て
は
、
ま
ず
は

労
働
組
合
の
存
在
を
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
経
済
学
で
は
、
組
合
は
賃
金

に
上
昇
圧
力
を
か
け
る
た
め
に
、
労
働

の
超
過
供
給
を
発
生
さ
せ
て
失
業
の
原

因
を
作
る
と
理
解
さ
れ
る
。
と
く
に
、

南
ア
フ
リ
カ
で
は
中
央
団
体
交
渉
形
式

で
賃
金
が
決
め
ら
れ
る
産
業
・
地
域
が

多
く
、
各
組
合
が
独
自
に
交
渉
し
て
合

意
を
す
る
と
、
厳
し
い
制
裁
が
与
え
ら

（出所）図3と同じ。
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率
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失
業
率
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25−34
35−44
45−54
55−64
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（%）

図5　性別失業率と年齢別失業率

（出所）世界銀行データより筆者作成。
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図6　年齢別・性別の就労者数／勤労人口比率

こんな経済にしたのは何（誰）なのか ―失業―
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れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

一
部
の
組
合
に
よ
る
賃
金
の
上
昇
圧
力

は
組
合
の
な
い
企
業
も
含
む
広
範
囲
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る

（B
u
tch

er an
d
 R
o
u
se 2

0
0
1

）⑵
。

と
く
に
、
組
合
は
低
学
歴
・
低
技
能
の

労
働
者
の
賃
金
を
よ
り
高
め
る
傾
向
が

あ

る
（M

oll 19
9
3
; S

ch
u
ltz an

d
 

M
w
abu

 19
9
8

）。
こ
の
た
め
、M

a-

gru
d
er (2

012
)

の
研
究
で
は
、
団
体

交
渉
形
式
を
採
用
す
る
地
域
で
は
賃
金

が
高
ま
り
、
雇
用
者
数
が
減
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
効
果
は
低
学
歴

者
採
用
の
多
い
小
規
模
企
業
に
お
い
て

特
に
強
い
た
め
に
、
団
体
交
渉
形
式
は

低
学
歴
者
の
多
い
ア
フ
リ
カ
人
の
労
働

者
が
採
用
さ
れ
る
機
会
を
奪
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
研
究
で
は
、
規

制
が
強
く
及
ば
な
い
と
考
え
ら
れ
る
非

正
規
部
門
で
も
同
様
の
影
響
が
あ
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
南
ア
フ
リ
カ
の

労
働
市
場
が
複
雑
に
分
断
さ
れ
て
い
る

と
い
うH

eintz and P
osel (2008) 

の
結
果
を
再
確
認
し
て
い
る
。
労
働
市

場
に
関
わ
る
他
の
制
度
的
要
因
と
し
て

は
、
法
の
強
制
実
施
が
弱
い
と
考
え
ら

れ
て
い
る
最
低
賃
金
規
制
で
も
、
雇
用

者
数
を
減
ら
す
こ
と
を
確
認
し
て
い
る

（D
in
k
e
lm

a
n
 a
n
d
 R

a
n
c
h
h
o
d
 

2
012

）。
こ
の
よ
う
に
、
組
合
や
労
働

市
場
の
規
制
が
低
学
歴
の
労
働
者
を
保

護
す
る
が
ゆ
え
に
、
低
学
歴
労
働
者
の

就
労
機
会
を
奪
っ
て
い
る
、
と
い
う
皮

肉
な
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

労
働
市
場
以
外
の
制
度
的
要
因
で
無

視
で
き
な
い
の
が
貧
困
層
向
け
老
齢
年

金
で
あ
る
。
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
月
額

所
得
が
三
九
五
〇
ラ
ン
ド
以
下
な
ど
の

人
に
は
比
較
的
多
額
の
年
金
が
支
給
さ

れ
て
い
る
。
月
額
の
年
金
は
一
九
九
三

年
当
時
で
三
七
〇
ラ
ン
ド
（
一
九
九
三

年
の
家
計
平
均
所
得
八
九
五
ラ
ン
ド
の

四
一
％
）、
二
〇
一
二
年
四
月
現
在
で

は
一
二
〇
〇
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
親
や
祖

父
母
世
代
の
こ
う
し
た
年
金
受
給
を

頼
っ
て
同
じ
家
計
内
の
若
い
人
た
ち
が

労
働
時
間
を
減
ら
す
こ
と
が
示
さ
れ
て

お
り
（B

ertran
d
 et al. 2

0
0
3

）、

そ
の
影
響
は
無
視
し
得
な
い
⑶

。

　

ほ
か
に
市
場
に
よ
ら
な
い
要
因
と
し

て
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
蔓
延
が
あ
げ

ら
れ
る
。
二
〇
〇
八
年
に
実
施
さ
れ
た

南
ア
フ
リ
カ
政
府
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る

家
計
調
査
に
よ
る
と
一
五
〜
四
九
歳
の

感
染
率
は
一
六
・
九
％
で
あ
る
。
研
究

で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
蔓
延
が
サ
ブ
サ
ハ
ラ

諸
国
の
経
済
成
長
率
を
引
き
下
げ
た
こ

と
（M

c
D
o
n
a
ld
 a
n
d
 R

o
b
e
rts 

2
0
0
6

）、
さ
ら
に
南
ア
フ
リ
カ
で
は

余
命
短
縮
に
よ
っ
て
賃
金
が
下
が
っ
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（C

h
ico

in
e 

2
0
1
2

）。
余
命
が
短
く
な
る
と
、
教

育
投
資
を
し
て
も
回
収
期
間
が
減
る
た

め
に
、
労
働
者
本
人
だ
け
で
な
く
企
業

も
投
資
を
し
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

投
資
を
し
な
い
と
労
働
者
の
市
場
価
値

が
下
が
る
の
で
、
賃
金
が
減
っ
て
し
ま

う
結
果
と
な
る
。

● 

歴
史
を
反
映
し
た
原
因
と

有
権
者
の
意
識
変
化

　

民
主
化
後
の
南
ア
フ
リ
カ
は
雇
用
な

き
成
長
を
続
け
て
き
た
。
失
業
率
が
高

く
失
業
自
体
も
長
期
化
す
る
傾
向
が
あ

り
、
労
働
市
場
は
複
雑
に
分
断
さ
れ
て

い
る
。
長
期
間
失
業
し
て
い
る
と
、
諦て

い

観か
ん

の
あ
ま
り
求
職
活
動
を
せ
ず
、
労
働

市
場
で
の
評
価
が
さ
ら
に
下
が
る
と
い

う
悪
循
環
も
あ
る
。
こ
う
し
た
成
長
の

パ
タ
ー
ン
は
所
得
分
配
の
偏
り
を
も
た

ら
す
の
で
、
社
会
の
統
合
を
目
指
す
多

民
族
国
家
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
。

　

し
か
し
、
そ
の
原
因
の
多
く
が
歴
史

を
反
映
し
て
い
る
た
め
に
、
一
朝
一
夕

に
解
消
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
高
卒
者
の
急
増
は
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
史
の
反
動
で
あ
り
、
高
校
教
育

の
質
を
改
善
す
る
に
は
時
間
が
か
か

る
。
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
を
離
れ
て
就
業
機

会
の
多
い
都
市
に
住
も
う
と
し
て
も
、

タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
出
身
者
は
頼
る
先
に
乏

し
い
。
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
下
で
は
必
然

的
に
管
理
的
国
家
体
制
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
南
ア
フ
リ
カ
政
府
が
規
制
や

政
策
を
実
施
す
る
能
力
は
優
れ
て
い
る

の
で
、
労
働
規
制
の
実
効
性
も
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
は
、
ム
ベ
キ
時
代
の

失
政
に
よ
っ
て
す
で
に
蔓
延
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
、
感
染
率
を
下
げ
る

に
は
多
大
な
る
努
力
と
長
い
時
間
が
必

要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
フ
リ
カ
人
有

権
者
の
多
く
が
民
主
化
を
主
導
し
た
ア

フ
リ
カ
民
族
会
議
（
Ａ
Ｎ
Ｃ
）
を
支
持

し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
そ
の
支
持
母

体
で
あ
る
労
働
組
合
を
助
け
て
い
る
。

タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
に
住
む
失
業
中
の
ア
フ

リ
カ
人
住
民
は
、
仕
事
が
な
い
こ
と
を

嘆
き
つ
つ
、
投
票
に
よ
っ
て
失
業
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
組
合
を
助
け
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

解
決
策
は
容
易
で
は
な
い
。
労
働
市

場
を
流
動
化
す
る
た
め
に
、
解
雇
を
容

易
に
さ
せ
る
制
度
変
更
、
組
合
の
弱
体

化
、
中
央
賃
金
交
渉
形
式
の
破
棄
、
試

験
的
雇
用
の
奨
励
、
就
労
の
た
め
の
移

動
費
用
補
助
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、

実
施
が
難
し
か
っ
た
り
、
効
果
が
限
定

的
で
あ
っ
た
り
、
ど
れ
も
短
期
的
な
決

定
打
に
な
り
え
な
い
。
失
業
者
が
大
勢

い
て
格
差
が
広
が
る
現
在
の
社
会
は
、

民
主
化
に
尽
力
し
た
人
た
ち
が
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
終
結
直
後
に
思
い
描
い
て
い

た
社
会
像
と
は
別
物
の
は
ず
で
あ
る
。

権
利
を
制
限
し
て
既
得
権
益
を
得
て
い
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た
白
人
に
対
し
て
民
主
化
時
に
詰
め

寄
っ
て
い
た
ア
フ
リ
カ
人
や
カ
ラ
ー
ド

の
一
部
は
、
現
在
で
は
競
争
を
制
限
し
て

自
分
た
ち
と
そ
の
子
女
が
既
得
権
益
を

得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
時
間
は
か
か

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
民
主
的
な
過
程

を
経
る
た
め
に
は
、
ま
ず
失
業
者
た
ち

が
失
業
の
原
因
を
正
し
く
知
り
、
投
票

行
動
を
変
え
、
競
争
制
限
的
な
仕
組
み

を
取
り
去
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
い
と
う　

せ
い
ろ
う
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

ミ
ク
ロ
経
済
分
析
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴ 

求
職
活
動
を
し
な
い
意
欲
喪
失
者
は
労

働
力
に
算
入
さ
れ
な
い
た
め
、
政
府
か

ら
公
表
さ
れ
る
失
業
率
に
含
ま
れ
な

い
。
よ
り
現
実
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

は
、
失
業
者
を
よ
り
広
義
に
捉
え
る
必

要
が
あ
る
。

⑵ 

し
か
も
、
幸
か
不
幸
か
、
南
ア
フ
リ
カ

は
同
じ
所
得
水
準
の
他
国
と
比
べ
て
、

労
働
規
制
の
実
効
性
が
高
い
と
い
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
協
定
を
破
っ
て

賃
金
を
決
め
る
と
多
大
な
る
罰
則
が
科

さ
れ
る
。

⑶ 

他
に
給
付
対
象
の
多
い
児
童
手
当
制
度

は
、
創
設
当
時
の
一
九
九
八
年
で
子
ど

も
（
一
四
歳
以
下
）
一
人
当
た
り
一
〇

〇
ラ
ン
ド
（
二
〇
〇
七
年
に
は
二
〇
〇

ラ
ン
ド
、
二
〇
〇
八
年
の
家
計
平
均
所

得
二
〇
三
四
ラ
ン
ド
の
九
・
八
％
）
が

支
給
さ
れ
る
。
労
働
意
欲
が
阻
害
さ
れ

な
い
か
懸
念
さ
れ
る
が
、E

yal an
d
 

W
o
o
lard

 (2
0
1
1
)

は
意
外
に
も
児
童

手
当
が
母
親
の
労
働
参
加
を
促
す
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
労
働
参
加
の
費
用
を

児
童
手
当
に
よ
っ
て
賄
っ
て
い
る
と
の

見
方
を
示
し
て
い
る
。
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こんな経済にしたのは何（誰）なのか ―失業―
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